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 要 旨   

目的： 

がん予防ガイドラインの観点から、Alberta’s Tomorrow Projectに登録された対象者のア

ルコール摂取の特徴を調査し、アルコール摂取に関係するハイリスク行動もしくはリス

ク関連行動を調査すること。 

方法： 

Alberta’s Tomorrow Project（Alberta地域の大規模コホート研究）では 2001年から 2009

年にかけて 35歳から 69歳の男女 31,072人を登録。そのうち、健康・生活習慣に関する

自記式質問紙により過去 12 ヶ月のアルコール摂取関連項目に回答した 26,842 人が本研

究の対象者。がん予防ガイドラインの観点からみた毎日のアルコール摂取を社会人口統

計学的な要因との関連において横断的に検討。また、アルコール摂取量と喫煙、肥満、

併存疾患の有所見率も調査。 

結果： 

男性 14%、女性 12%はがん予防上推奨されているアルコール摂取量を超過。アルコール

摂取量は若年、都市在住、高所得、赤身肉を多く摂取する者で多かった。男女とも毎日

のアルコール摂取量は喫煙者において多かった。飲酒パターンとして、男性は中等～高

リスクの行動パターンをとりやすく、女性と比べ毎日のアルコール摂取量は多かった。 

結論： 

アルコール摂取の不利益に関する公衆衛生上の警告にも関わらず、Projectに登録された

参加者の多くはがん予防の推奨量上限以上のアルコールを摂取していた。慢性疾患低減

のためにも、健康的なアルコール摂取のための戦略を今後も推進していく必要がある。 

 


